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嘱託職員の採用は、当初見込んでいた42人を採用で
きず、臨時職員で対応したため減額になったというこ
とだが保育園の運営に影響はないのか。

対象が６年生までとなり、人数も増える
と思うが、放課後児童クラブの専用スペ
ースが、当町で 1人あたり 1.65㎡より
狭い放課後児童クラブの施設はあるのか。

議会だより　とびら　第２号 2議会だより とびら　第２号3

  12月定例会　主な 議案と質疑内容
町の一般会計予算は1,090万円を減額補正して 総額123億4,037万円になりました

条例制定
中
能
登
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
　
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
６
年
生
ま
で
対
象
に

　
　
・
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
面
積
は
児
童
１
人
あ
た
り

　
　
　
約
１
・
65
㎡
以
上
を
規
定

　
　
・
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

12月10日から19日にかけて開催

Ｑ

A 当町には放課後児童クラブは５館ある。
面積は ｢とりや｣ は266㎡､ ｢こしじ｣ は173
㎡､ ｢たきお｣は54㎡､ ｢みおや｣ が222㎡
 ｢ろくせい｣ が84㎡である。現在のところ
登録人数で割った数字はクリアをしている。

予算補正
保
育
園
運
営
費
で
嘱
託
賃
金
が

５
千
７
百
万
円
の
減
額
補
正

当
初
の
採
用
予
定
人
数
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由

Ｑ

A 平成25年度は産休や育休を取得する職員が多く、代
替職員の対応に苦慮した。今年度はその対応も含めて
42人の嘱託職員の募集や予算計上をしたが、産休や
育休を取得する職員が昨年度より少ない結果となっ
た。現時点で嘱託職員は16人、臨時職員19人で、昨
年度に産休を取得した職員が復帰するなどしており、
保育園運営に支障はきたしていない。

その他
議案質疑

● 

保
育
園
施
設
修
繕

�

３
０
０
万
円

修繕箇所はどこか。Ｑ
● 

総
合
電
算
シ
ス
テ
ム
等
構
築
業
務

�

３
，
８
８
３
万
円

マイナンバー制度にとも
なうシステム構築という
ことだがメリットは何か。

Ｑ
●
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
奨
励
金

�

50
万
円

とりや児童館に併設するとりや放課後児童クラブ

Ｑ 嘱託職員の人数が確保できなかったとのことだが、な
ぜ確保が難しかったのか。どのような対応をしたのか。

A 採用は町広報、ハローワーク、新聞などで公募した。
ほかの自治体でも保育士の募集が多い中で、年間を通
じて雇用できる嘱託職員の確保が結果としてできな
かった。

Ａ
Ａ さくら保育園の玄関アプローチのイ

ンターロッキングが下がり、段差を
解消するための修繕や遊具の腐食を
修繕するもの。たんぽぽ保育園では
雨による外壁の汚れを修繕する。

何頭分を計上したのか。Ｑ

Ａ １頭当たり２万円で25頭
を計上。４月から現在まで
は26頭を捕獲している状
況をみて計上した。 住民票、戸籍関係、印鑑

登録のコンビニ交付がで
きるようになる。
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12 月定例会　採決の結果 提出された議案に対して、議員が賛成・反対の意思をあらわして、
議案の成立の「可決・否決」が決定します。

〇：賛成　×：反対　欠：欠席　退：退席　除：除斥　亀野冨二夫議長は、採決には加わりません。

 町長提出議案
結

果

議員名

議案名

土
本　

 

稔

林　

 

真
弥

中
川
秀
平

山
本
孝
司

笹
川
広
美

南　

 

昭
榮

諏
訪
良
一

宮
下
為
幸

甲
部
昭
夫

古
玉
栄
治

若
狭
明
彦

坂
井
幸
雄

作
間
七
郎

可 

決

中能登町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の制定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決
中能登町家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決
中能登町保育の必要性の認定基準に関する条例
の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決
中能登町放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決

中能登町が設置する一般廃棄物処理施設に係る
生活環境影響調査結果の縦覧等の手続に関する
条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決
中能登町国民健康保険条例の一部を改正する条
例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決
中能登町地域の元気臨時交付金基金条例を廃止
する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決
中能登町における保育の実施に関する条例を廃
止する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決 平成26年度中能登町一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決 平成26年度中能登町介護保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決
平成26年度中能登町国民健康保険特別会計補正
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決
平成26年度中能登町下水道事業特別会計補正予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決
平成26年度中能登町ケーブルテレビ事業特別会
計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決 平成26年度中能登町水道事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決

工事請負契約の締結について（平成26年度　道
整備交付金事業　町道Ｒ-４号線橋梁整備工事
（下部工））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決

物品購入契約の締結について（平成26年度　中
能登町立小学校パソコン更新事業パソコン機器
購入）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決
物品購入契約の締結について（平成26年度　鹿
島小学校校舎棟備品購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 議会提出議案
結

果

議員名

議案名

土
本　

 

稔

林　

 

真
弥

中
川
秀
平

山
本
孝
司

笹
川
広
美

南　

 
昭
榮

諏
訪
良
一

宮
下
為
幸

甲
部
昭
夫

古
玉
栄
治

若
狭
明
彦

坂
井
幸
雄

作
間
七
郎

可 

決 中能登町農業委員会委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決 地域の中小企業振興策を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決 「女性が輝く社会」の実現に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 

決
魅力ある地方都市の構築へ向けた施策の推進を
求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 請願
結

果

議員名

請願名

土
本　

 

稔

林　

 

真
弥

中
川
秀
平

山
本
孝
司

笹
川
広
美

南　

 

昭
榮

諏
訪
良
一

宮
下
為
幸

甲
部
昭
夫

古
玉
栄
治

若
狭
明
彦

坂
井
幸
雄

作
間
七
郎

採 

択 地域の中小企業振興策を求める請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採 
択 「女性が輝く社会」の実現に関する請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採 
択

魅力ある地方都市の構築へ向けた施策の推進を
求める請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継 

続
自転車事故賠償制度の充実と普及を求める請願
書 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

不 

採 

択

中能登町議会議員政治倫理条例の改正を求める
請願書

× × ○ ○ × ○ × × × × × × ×

※「自転車事故賠償制度の充実と普及を求める請願書」は継続審査となったため採決はありませんで
した。

請願書は議会運営委員会で取り扱いを協議し、所管する委員会へ付託され審議を行います。その
後、議会で請願が採択されて意見書となったものについては、議会で可決されたのちに関係機関
へ提出しています。
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中
能
登
町
議
会
で
は
９
月

定
例
会
で
決
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
。
11
月
17
日
、

25
日
、
26
日
、
28
日
の
4
日

間
に
か
け
て
審
査
と
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
で
は
、
町
の
お

金
が
目
的
に
し
た
が
っ
て
適

正
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
そ

れ
に
よ
っ
て
事
業
が
し
っ
か

り
と
成
果
を
上
げ
て
い
る
か

に
着
目
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
は
12
月
定
例

会
で
報
告
し
、
一
般
会
計
と

６
つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事

業
会
計
の
す
べ
て
を
議
会
で

認
定
し
ま
し
た
。

歳　　入
町税� １６億７, ９８１万円
国からの補助金� ６９億１, ８１６万円
県からの補助金� ９億６, ０８１万円
その他収入� ７億２, ７６９万円
町債� ２２億８, ４９９万円
合計� １２５億７, １４６万円

一　般　会　計

歳　　出
議会費� １億　　 １６万円
総務費� １７億６, ０７０万円
民生・衛生費� ３０億６, ２５８万円
商工・農林・土木費� ３６億２, ８７４万円
消防費� ５億２, ５８７万円
教育費� １６億８, ０２７万円
その他� １６億２, ２５８万円
合計� １２３億８, ０９０万円

特　別　　　会　計

後期高齢者医療特別会計
　歳入� ２億１, ８６５万円
　歳出� ２億１, ８５５万円
75歳以上の方々の医療費に使
われました。

介護保険特別会計
　歳入� １９億９, ４６９万円
　歳出� １９億９, ４６３万円
介護を必要とする方の介護費に
使われました。

国民健康保険特別会計
　歳入� ２１億　 ７５７万円
　歳出� ２１億　 １６０万円
国保加入者の医療費に使われま
した。

下水道事業特別会計
　歳入� １３億６, ０１３万円
　歳出� １３億６, ０１０万円
下水道施設の維持管理に使われ
ました。

分譲宅地造成事業特別会計
　歳入� ９, １５６万円
　歳出� ９, １５６万円
良川分譲宅地工事に使われまし
た。

ケーブルテレビ事業特別会計
　歳入� １億１, ３８３万円
　歳出� １億１, ３８１万円
ケーブルテレビの事業運営に使
われました。

収益的収支
　収入� ３億 　 ６１９万円
　支出� ３億３, １２６万円
水道施設の維持管理に使われま
した。

資本的収支
　収入� １億８, ５５５万円
　支出� ４億１, ４１８万円
水道施設の建設改良工事に使わ
れました。

資本的収支の不足分は消費税調
整額と前年度の繰越工事資金や
過年度損益勘定留保資金で補て
んしました。

水道事業会計

平成25年度の決算を
　　チェックしました

導入された最新の救急車

地域密着型介護老人福祉施設
「第二鹿寿苑」を見学

乗用型歩道除雪機は２台購入

委
員
長　
　
古
玉　
栄
治

副
委
員
長　
諏
訪　
良
一

主
な
質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　

町
債
が
昨
年
に
比
べ
て
50
％
減
と
な

る
っ
て
い
る
原
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
中
能
登
中
学
校
の
建
設
の
よ
う
な
大
き

な
事
業
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

●

　
　
　
　
　

地
区
振
興
交
付
金
の
算
出
根
拠
は
何

か
。

　
　
　
　
　
世
帯
割
と
定
額
割
や
町
内
会
加
算
割
の

合
算
で
算
出
し
て
い
る
。●

　
　
　
　
　
在
宅
福
祉
対
策
事
業
の
中
で
、
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　
　
　
　
　
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
が
定
期
受
診
の
と
き
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

で
き
な
い
方
に
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
を
交
付
し
て

い
る
。

●

委
員
質
疑

町
　
答
弁

委
員
質
疑

委
員
質
疑

委
員
質
疑

町
　
答
弁

町
　
答
弁

町
　
答
弁

　
　
　
　
　
斎
場
の
委
託
料
の
算
定
方
法
は
、
使
用

し
た
件
数
に
よ
る
も
の
か
。

　
　
　
　
　

過
去
３
年
間
の
利
用
実
績
に
基
づ
き
、

七
尾
市
と
費
用
を
あ
ん
分
す
る
も
の
で
あ
る
。

●

　
　
　
　
　

地
域
農
政
推
進
対
策
事
業
費
の
中
で
、

国
県
等
返
還
金
が
あ
る
が
、
こ
の
原
因
は
何
か
。　

　
　
　
　
　
補
助
金
を
利
用
し
て
ト
ラ
ク
タ
ー
を
購

入
し
た
が
、
そ
の
計
画
の
中
で
当
初
の
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
補
助
金
の
一
部
を
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

●

　
　
　
　
　
消
防
総
務
費
の
中
で
非
常
勤
職
員
の
消

防
団
員
は
、
何
人
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
５
分
団
で
合
計
82
人
の
団
員
が
い
る
。

●

　
　
　
　
　
介
護
保
険
料
の
未
納
者
へ
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
電
話
や
窓
口
で
納
入
の
依
頼
を
し
て
い

る
。

●

　
　
　
　
　
国
保
税
で
は
未
納
者
に
対
し
て
資
格
証

明
書
を
発
行
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
あ
る
が
介
護
保

険
料
が
未
納
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
介
護
保
険
料
の
場
合
、
未
納
が
あ
る
場

合
は
、
利
用
者
負
担
が
１
割
か
ら
３
割
負
担
と
な
る

こ
と
が
あ
る
。

委
員
質
疑

町
　
答
弁

委
員
質
疑

町
　
答
弁

委
員
質
疑

町
　
答
弁

委
員
質
疑

町
　
答
弁
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【
甲
部
】
平
成
26
年
11
月
に
地
元
新
聞

に
花
見
月
地
区
で
大
型
太
陽
光
発
電
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
予
定
が
報
道
さ
れ

た
。
こ
の
事
業
で
町
は
財
政
的
に
ど
ん

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
民
間
会
社
が
眉
丈
が
丘
に
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
そ
の
規
模
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
が

約
５
万
３
千
３
０
０
枚
設
置
さ
れ
、
約

５
千
世
帯
の
一
年
分
の
電
力
消
費
量
に

相
当
す
る
と
の
こ
と
。
町
の
財
政
に
対

す
る
影
響
は
個
人
住
民
税
や
固
定
資
産

税
の
増
収
が
期
待
さ
れ
る
が
、
実
際
の

計
画
書
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
で
な
い
と

試
算
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
甲
部
】
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
以
来
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
関
心

の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
当
町
で
も
太
陽

光
発
電
を
設
置
し
た
り
し
て
い
る
が
、

今
後
、
町
と
し
て
推
進
を
図
る
考
え
は

あ
る
か
。

【
町
長
】
町
で
は
こ
れ
ま
で
一
般
住
宅

を
対
象
に
太
陽
光
発
電
の
推
進
を
図
っ

て
き
た
。
新
聞
紙
上
で
は
、
大
手
電
力

各
社
が
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
買
い

取
り
制
度
の
発
電
設
備
の
接
続
申
込
み

を
保
留
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
北

陸
電
力
で
も
、
電
気
の
使
用
が
少
な
い

時
期
の
需
要
を
将
来
的
に
は
上
回
る
こ

と
を
予
想
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
れ
ら

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
事
業
を
推
進

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
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【
坂
井
】
①
県
外
に
は
町
出
身
者
で
集

ま
る
会
が
あ
る
。
そ
れ
は
旧
町
単
位
や

校
下
ご
と
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
て
関
東
中
能

登
会
や
関
西
中
能
登
会
と
い
っ
た
大
き

な
枠
で
一
層
の
交
流
が
で
き
な
い
か
。

②
交
流
手
段
の
一
つ
で
あ
る
「
広
報
な

か
の
と
」の
県
外
発
送
部
数
と
経
費
は
。

③
大
き
な
枠
で
交
流
す
る
に
あ
た
り
、

事
務
連
絡
費
の
補
助
を
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
①
中
能
登
町
出
身
者
で
組
織

さ
れ
て
い
る
団
体
は
約
18
団
体
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
方
に
お
招
き
を
い

た
だ
い
た
際
に
は
、
町
の
現
状
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
紹
介
を
し
な
が
ら
懇
親
を

深
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
既
存
の
会
を

軸
に
、
会
を
拡
大
し
中
能
登
町
単
位
で

会
を
大
き
く
ま
と
め
ら
れ
な
い
か
と
呼

び
か
け
て
は
い
る
が
、
ま
だ
旧
町
単
位

で
の
集
ま
り
が
継
続
し
て
い
る
。

②
「
広
報
な
か
の
と
」
の
県
外
発
送
部

数
は
、
平
成
26
年
11
月
号
で
は
31
都
道

府
県
に
８
２
４
部
を
発
送
し
、
発
送
費

用
な
ど
の
年
間
の
総
経
費
は
１
１
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

③
事
務
連
絡
費
の
補
助
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
で
ま
か
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
中
能
登
町
合
併
10
周

年
記
念
行
事
▼
来
年
度
予
算
編
成
方
針

【
若
狭
】
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

事
業
の
達
成
度
を
伺
う
。

【
町
長
】
合
併
後
10
年
間
で
、
新
し
い

社
会
資
本
整
備
で
は
、
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
光
ケ
ー

ブ
ル
の
整
備
を
行
っ
た
。
教
育
環
境
整

備
は
、
中
能
登
中
学
校
や
現
在
、
整
備

中
の
鹿
島
統
合
小
学
校
の
建
設
を
進

め
、
地
場
産
業
の
振
興
で
は
、
道
の
駅

の
建
設
や
能
登
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ラ
ボ
に

織
物
試
験
研
究
設
備
の
整
備
を
行
っ

た
。
そ
の
他
、
道
路
網
整
備
や
古
墳
公

園
と
り
や
、
レ
ク
ト
ピ
ア
パ
ー
ク
の
拡

張
整
備
を
行
う
な
ど
、
政
策
の
達
成
度

は
90
％
以
上
と
考
え
て
い
る
。

【
若
狭
】
①
普
通
交
付
税
が
段
階
的
に

縮
減
さ
れ
る
と
聞
く
が
、
町
財
政
に
及

ぼ
す
影
響
と
そ
の
対
応
は
。

②
役
場
庁
舎
を
始
め
と
し
た
公
共
施
設

の
統
廃
合
の
検
討
状
況
は
。

【
町
長
】
①
普
通
交
付
税
は
、
平
成
26

年
度
交
付
決
定
額
は
約
44
億
円
で
、
今

後
５
年
間
で
約
10
億
円
が
段
階
的
に
縮

減
さ
れ
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
る
。

②
平
成
27
年
度
か
ら
普
通
交
付
税
の
段

階
的
縮
減
を
考
慮
す
れ
ば
役
場
庁
舎
の

統
合
を
早
期
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

庁
舎
検
討
委
員
会
か
ら
の
旧
鹿
西
中
学

校
を
庁
舎
に
す
べ
き
と
の
答
申
を
参
考

と
し
な
が
ら
、
今
後
、
議
会
の
答
申
を

待
っ
て
判
断
を
す
る
。
16
億
円
の
町
づ

く
り
基
金
や
財
政
調
整
基
金
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
１
日
も
早
く
役
場
庁
舎
を

始
め
と
し
た
公
共
施
設
の
利
活
用
対
策

に
取
り
組
む
。

太
陽
光
発
電
事
業
の
推
進
を

甲部　昭夫 議員

12月定例会　一般質問

議長を除く 13人全議員 が登壇

【
道
の
駅
織
姫
の
里
な
か
の
と
】

風
力
や
太
陽
光
を
利
用
し
た
外
灯

中
能
登
町
出
身
者
の
交
流
拡
大
を
推
進
せ
よ

坂井　幸雄 議員

合
併
10
年
の
成
果
と適

正
な
行
政
改
革
を
問
う
　

若狭　明彦 議員

12月定例会 一般質問一般質問一般質問

【東京とりや会総会】挨拶する杉本町長

【レクトピアパーク】平成26年
夏には拡張された芝生広場で町
祭「織姫夏ものがたり」が開催
された

町政を問う町政を問う
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【
中
川
】
①
若
い
人
た
ち
が
社
会
に
出

て
元
気
で
働
き
続
け
る
た
め
に
必
要
な

力
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
く

ら
い
の
学
校
教
育
の
中
で
、
ど
れ
だ
け

児
童
に
手
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

が
重
要
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

②
小
学
校
低
学
年
で
は
35
人
学
級
、
高

学
年
で
は
40
人
学
級
と
言
わ
れ
て
い

る
。
来
春
開
校
さ
れ
る
鹿
島
小
学
校
で

は
、
１
年
生
は
３
学
級
で
24
人
台
、
２

年
生
は
３
学
級
で
30
人
台
、
３
年
生
は

４
学
級
で
22
人
台
で
あ
る
。
少
人
数
学

級
が
実
現
さ
れ
て
は
い
る
が
２
年
生
に

つ
い
て
、
町
独
自
で
講
師
を
１
人
雇
用

し
て
22
人
台
に
で
き
な
い
か
。

【
教
育
長
】
①
小
学
校
低
学
年
が
一
番

大
事
だ
と
い
う
話
は
良
く
わ
か
る
。

②
国
の
施
策
で
は
全
国
一
律
で
小
学
校

１
年
生
だ
け
が
35
人
学
級
で
、
あ
と
は

中
学
校
も
す
べ
て
40
人
学
級
が
標
準
で

あ
る
。石
川
県
で
は
県
独
自
の
方
策
で
、

小
学
校
２
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
と
中

学
校
１
年
生
が
35
人
学
級
を
実
施
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
町
独
自
で
さ
ら
に
30
人
学
級
ま
で
実

現
す
る
こ
と
は
、
膨
大
な
予
算
が
必
要

と
な
り
容
易
に
は
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
。
た
だ
、
町
で
は
支
援
員
の
人
数
を

可
能
な
限
り
増
や
し
、
学
校
に
１
人
と

い
う
国
の
基
準
を
超
え
て
、
町
全
体
で

12
名
に
支
援
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

支
援
員
を
１
人
で
も
多
く
増
や
し
て
小

学
校
１
年
生
の
指
導
に
当
て
た
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
ふ
る
さ
と
納
税
の
積

極
的
推
進

【
山
本
】
中
学
校
生
徒
の
通
学
で
車
で

の
送
迎
が
７
割
に
な
っ
て
い
る
と
聞

く
。
週
末
に
は
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
な
ど

も
中
学
校
で
行
わ
れ
て
お
り
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
非
常
に
少
な
い
と
感
じ
て
い

る
。
こ
の
現
状
で
は
、
駐
車
場
の
増
設

を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
う
が
、

計
画
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
中
能
登
中
学
校
は
、
入
学
式
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
学
校
祭
、
卒
業
式
な
ど

で
駐
車
場
が
少
な
く
、
周
回
道
路
で
縦

列
駐
車
を
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
こ
と

は
把
握
し
て
い
る
。
た
だ
、
新
た
に
用

地
を
求
め
て
駐
車
場
を
増
設
す
る
考
え

は
な
い
。

　
今
年
８
月
末
に
は
、
中
能
登
町
運
動

公
園
を
利
用
す
る
車
の
た
め
に
、
第
二

鹿
寿
苑
の
隣
接
地
に
駐
車
場
を
整
備
し

た
。
中
学
校
の
行
事
で
も
、
そ
の
他
の

行
事
で
も
大
い
に
駐
車
場
と
し
て
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
隣
接
す
る

南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
、
統
合

に
向
け
て
進
め
て
お
り
、
廃
止
さ
れ
た

後
は
、
駐
車
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
中
学
校
通
学
等
関
係
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【
土
本
】
地
方
創
生
は
、「
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
の
創
生
」
な
ど
、
地
方
が
主
役

と
な
り
、
地
域
活
性
化
を
進
め
る
た
め

に
、
行
政
の
根
幹
を
担
う
職
員
の
資
質

向
上
が
重
要
で
あ
る
。
町
職
員
の
人
材

育
成
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
対
応

を
問
う
。

【
町
長
】
毎
年
、
石
川
県
市
町
村
職
員

研
修
所
で
実
施
を
し
て
い
る
研
修
に
職

員
が
受
講
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
川

県
へ
の
１
年
間
の
派
遣
研
修
や
、土
木
、

農
林
、
上
下
水
道
な
ど
各
部
署
に
お
け

る
専
門
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
全
国

研
修
へ
の
参
加
な
ど
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
か
ら
は
新
規
採
用
職
員
な
ど

を
対
象
に
、
町
独
自
の
初
任
者
研
修
を

実
施
。
町
職
員
会
で
も
毎
年
多
種
多
様

な
研
修
会
に
参
加
し
、
職
員
の
資
質
や

能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
若
手
職
員
が
集
い
、
職
員
と

し
て
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
勉
強
会
を
実
施
し
て
い

る
。

 

こ
れ
か
ら
の
社
会
経
済
情
勢
な
ど
の

変
化
に
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
、
積
極
的
な
各
種
研
修
会
へ

の
参
加
や
勉
強
会
の
開
催
を
促
し
、
人

材
育
成
の
強
化
を
図
り
、
町
民
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
▼
公
共
施
設
の
利
用
者

拡
大

【
宮
下
】
①
能
登
上
布
ビ
ジ
ョ
ン
作
成

委
員
会
は
結
成
さ
れ
て
い
る
か
。

②
国
の
重
要
無
形
文
化
財
指
定
と
認
定

の
要
件
は
何
か
。

【
町
長
】
①
平
成
３
年
の
旧
鹿
西
町
時

代
に
結
成
さ
れ
、
上
布
の
商
品
化
な
ど

を
展
開
し
、
平
成
８
年
に
能
登
上
布
会

館
が
設
置
さ
れ
て
、
能
登
上
布
振
興
協

議
会
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

②
指
定
基
準
は
、
❶
芸
術
上
、
特
に
価

値
の
高
い
も
の
❷
工
芸
史
上
特
に
重
要

な
地
位
を
占
め
る
も
の
❸
芸
術
上
価
値

が
高
く
、
ま
た
工
芸
史
上
重
要
な
位
置

を
占
め
、
地
方
的
特
色
が
顕
著
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
認
定
基
準
は
、「
工

芸
技
術
の
性
格
上
個
人
的
特
色
が
薄

く
、
当
該
工
芸
技
術
を
保
持
す
る
者
が

多
数
い
る
場
合
に
、
こ
れ
ら
主
た
る
構

成
員
と
な
っ
て
い
る
団
体
」
と
な
っ
て

い
る
。
ど
う
す
れ
ば
県
や
国
の
指
定
が

受
け
ら
れ
る
の
か
検
討
し
、
積
極
的
に

進
め
た
い
。

【
宮
下
】
鹿
西
高
校
に
あ
る
会
館
の
活

動
内
容
は
。

【
担
当
課
長
】
活
動
内
容
は
承
知
し
て

い
な
い
。

【
宮
下
】
能
登
上
布
の
担
い
手
も
高
齢

化
し
て
き
た
。
会
館
を
利
用
し
た
小
学

生
の
体
験
活
動
な
ど
で
後
継
者
づ
く
り

に
も
励
ん
で
ほ
し
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
介
護
人
材
の
育
成

小
学
校
低
学
年
で
の
少
人
数
化
を
推
進
せ
よ

中川　秀平 議員

中
能
登
中
学
校
駐
車
場
を

増
や
す
計
画
は
あ
る
の
か
　
　

山本　孝司 議員

町
職
員
の
人
材
育
成
に
力
を
そ
そ
げ

土本　　稔 議員

能
登
上
布
を
世
界
ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産
に

宮下　為幸 議員

【滝尾小学校】１年生の授業風景

【第二鹿寿苑横の駐車場】平成26年８月
末に整備された。中学校のイベントのほ
か様々な行事に利用できる

【初任者研修で受講する新規採用職員】
　 今年度から町独自で実施した

【能登上布】
　　丹念に織られる麻の芸術品
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【
笹
川
】
平
成
24
年
６
月
、
が
ん
対
策

推
進
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
が
ん
教

育
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
日
本
は

現
在
、２
人
に
１
人
が
が
ん
に
罹り

患か
ん
し
、

３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い

る
。
が
ん
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持

つ
こ
と
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
検
診

な
ど
自
ら
適
切
な
対
策
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
に
命

の
尊
さ
や
生
き
る
力
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
創
出
す
る
学
習
の
場
と
し
て
、

が
ん
教
育
は
重
要
な
役
割
を
担
う
。

　
が
ん
教
育
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
認

識
を
持
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
学
校
で

の
が
ん
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
教
育
委
員
会
で
は
現
時
点

で
が
ん
教
育
の
こ
と
に
関
し
て
支
援
事

業
を
直
ち
に
実
施
す
る
な
ど
は
な
い
が
、

健
康
教
育
の
大
き
な
柱
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
教
材
の
作
成

や
モ
デ
ル
事
業
の
取
り
組
み
や
実
践
内

容
を
み
て
、
当
町
で
何
が
効
果
的
か
を

検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
笹
川
】
教
師
だ
け
に
よ
る
が
ん
教
育

を
進
め
て
い
る
自
治
体
の
姿
勢
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
当
町
で
は
医
師
や
が
ん

経
験
者
を
招
い
た
取
り
組
み
を
基
本
と

し
て
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
教
育
長
】
指
定
事
業
の
実
践
報
告
な

ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
学
校
現
場
の

校
長
や
先
生
方
と
話
を
し
な
が
ら
今
後

何
が
重
要
な
の
か
を
検
討
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
広
く
町
民
か
ら
親
し

ま
れ
る
公
園
運
営

【
南
】
当
町
や
近
隣
市
町
も
参
加
し
て

平
成
26
年
11
月
に
原
発
事
故
を
想
定
し

た
、国
と
の
「
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
」

が
実
施
さ
れ
た
が
「
室
内
待
避
」
や
避

難
先
へ
の
「
避
難
訓
練
」
で
問
題
点
や

課
題
が
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、「
災

害
時
要
援
護
者
台
帳
」
に
対
す
る
町
の

対
応
も
聞
く
。

【
町
長
】
原
子
力
災
害
に
関
す
る
防
災

体
制
の
確
立
と
意
識
高
揚
を
図
る
た
め

に
、
平
成
24
年
度
か
ら
「
原
子
力
防
災

訓
練
」
を
計
４
回
実
施
し
、
今
年
度
は
、

国
の
機
関
と
合
同
で
実
践
的
な
訓
練
を

行
っ
た
。
今
回
は
、
放
射
線
被
ば
く
を

少
し
で
も
避
け
る
重
要
性
を
認
識
し
て

い
た
だ
く
た
め
、初
め
て
「
室
内
待
避
」

訓
練
も
実
施
し
た
。

　

問
題
点
は
、「
住
民
避
難
」
の
手
段

は
自
家
用
車
で
の
避
難
が
大
半
を
占
め

る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
。
交
通
渋
滞
緩

和
と
避
難
道
路
の
状
況
把
握
が
重
要
で

あ
る
が
、
避
難
道
路
に
複
数
の
ル
ー
ト

を
設
け
て
交
通
渋
滞
を
解
消
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
要
援
護

者
の
避
難
支
援
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

避
難
用
バ
ス
の
必
要
台
数
の
確
保
に
つ

い
て
国
や
県
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
」
に
は
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
や
障
が
い

者
の
方
で
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
が

い
る
。
平
成
26
年
４
月
の
災
害
対
策
基

本
法
一
部
改
正
で
、
災
害
が
発
生
す
る

な
ど
し
た
場
合
は
、
本
人
の
同
意
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
避
難
行
動
要
支
援
名

簿
が
提
供
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今

後
、
各
課
で
協
議
し
、
自
力
で
避
難
が

困
難
な
要
援
護
者
を
洗
い
出
し
、
災
害

時
の
情
報
伝
達
、
避
難
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
眉
丈
が
丘
の
桜
並
木

の
手
入
れ
と
展
望
台
か
ら
の
景
観
整
備

▼
農
地
の
無
断
転
用
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【
古
玉
】
①
築
35
年
以
上
経
つ
町
営
住

宅
の
建
て
替
え
や
払
い
下
げ
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
耐
震
診
断
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

住
宅
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

③
滞
納
者
の
数
は
。

【
町
長
】
①
町
営
住
宅
の
一
部
は
建
築

か
ら
か
な
り
の
年
月
が
経
過
し
て
い

る
。
中
で
も
川
田
住
宅
、
久
江
住
宅
、

芹
川
住
宅
は
昭
和
50
年
代
に
建
設
さ
れ

た
住
宅
で
、築
後
30
年
以
上
経
過
し
た
。

今
後
、
計
画
的
な
建
て
替
え
を
行
う
必

要
が
あ
る
が
、
現
在
の
土
地
で
の
建
て

替
え
か
、
新
規
の
土
地
で
建
設
す
る
の

か
、
ま
た
は
一
戸
建
て
や
集
合
住
宅
か

な
ど
、
住
宅
形
態
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。
払
い
下
げ
は
、
定
住
人
口
の
増

加
と
持
ち
家
取
得
の
推
進
を
図
る
た
め

に
も
、
住
宅
の
払
い
下
げ
の
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
払
い
下
げ
を
す
る

に
は
、
新
た
な
住
宅
の
建
設
を
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
る
。

②
昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
改
正
前
に

建
築
さ
れ
た
の
は
35
戸
で
、
建
て
替
え

や
払
い
下
げ
な
ど
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
25
年
度
末
で
４
名
。
こ
れ
ま
で
３
名

が
全
額
納
付
さ
れ
、残
り
１
名
で
あ
る
。

【
古
玉
】
長
期
の
滞
納
が
あ
る
が
今
後

の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
弁
護
士
と
相
談
し
な
が
ら
徴

収
に
努
め
る
。
怠
慢
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
と
思
う
。
今
後
の
教
訓
と
し
て
し
っ

か
り
や
り
た
い
。

【
作
間
】
町
の
水
道
水
は
春
木
、
大
槻
、

在
江
の
各
２
か
所
、
計
６
か
所
の
地
下

水
と
手
取
川
の
県
水
を
水
源
と
し
て
い

る
。
地
下
水
の
炭
酸
塩
硬
度
の
値
が
県

水
に
比
べ
て
高
く
、
加
熱
や
沸
騰
す
る

こ
と
で
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
配
管
を
詰
ま

ら
せ
た
り
、
や
か
ん
や
ポ
ッ
ト
の
内
部

に
白
い
結
晶
が
付
着
し
た
り
と
、
故
障

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
町
の
水
質
対

策
の
今
後
の
対
応
を
聞
く
。

【
町
長
】
硬
度
基
準
は
３
０
０
ミ
リ
以

下
で
、
春
木
が
77
ミ
リ
、
在
江
が
82
ミ

リ
、
県
水
が
35
ミ
リ
で
、
い
ず
れ
も
水

道
法
に
基
づ
く
水
質
基
準
に
適
合
し
て

い
る
が
、
加
熱
機
器
が
故
障
す
る
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

急
速
な
高
温
に
よ
る
加
熱
が
原
因
と
み

ら
れ
、
メ
ー
カ
ー
へ
温
度
調
整
な
ど
対

応
を
お
願
い
し
て
い
る
。
来
年
度
、
予

算
を
付
け
て
水
質
の
分
析
調
査
な
ど
を

進
め
て
い
き
た
い
。

【
作
間
】
風
評
被
害
が
出
な
い
う
ち
に

水
質
改
善
へ
努
力
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、

平
成
25
年
度
は
４
千
万
円
の
赤
字
が
出

て
い
る
。
水
道
料
金
の
改
定
は
検
討
し

て
い
る
か
。

【
町
長
】
当
町
は
能
登
地
区
の
市
町
と

比
べ
低
い
料
金
体
系
で
、
月
20
ト
ン

使
用
で
２
千
８
６
２
円
で
あ
る
。（
七

尾
市
は
３
千
３
２
２
円
、
志
賀
町
は

３
千
４
４
８
円
）
25
年
度
は
水
道
使
用

量
の
低
下
に
よ
る
収
入
減
と
、
建
設
改

良
工
事
な
ど
で
資
産
の
減
価
償
却
費
が

増
え
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
が
、
内

部
留
保
資
金
を
活
用
す
れ
ば
、
現
在
の

料
金
体
系
で
運
営
は
可
能
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
中
能
登
町
子
ど
も
憲

章
の
制
定

子
ど
も
た
ち
へ
の
が
ん
教
育
を
推
進
せ
よ

笹川　広美 議員

志
賀
原
発
で
の
重
大
事
故
想
定
の

防
災
訓
練
で
問
題
点
や
課
題
を
聞
く

南　　昭榮 議員

健
全
な
町
営
住
宅
の
運
営
を
推
進
せ
よ

古玉　栄治 議員

水
道
水
の
水
質
改
善
を

作間　七郎 議員

【町営 芹川住宅】

【
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
な
ど
の
給
湯
機
】
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【
諏
訪
】道
の
駅「
織
姫
の
里
な
か
の
と
」

は
、
単
な
る
産
物
の
販
売
施
設
で
は
な

く
、
こ
の
施
設
を
核
と
し
て
町
の
産
業

振
興
を
図
る
こ
と
が
究
極
の
ね
ら
い
で

あ
る
。
中
能
登
町
な
ら
で
は
の
独
自
性

と
魅
力
的
な
「
道
の
駅
」
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

①
こ
れ
ま
で
の
業
績
の
検
証
は
。

②
来
客
者
の
ニ
ー
ズ
や
風
評
は
。

③
発
展
戦
略
の
考
え
方
は
。

【
町
長
】
①
11
月
末
日
ま
で
に
約
12
万

５
千
人
が
来
客
し
、
町
の
新
鮮
な
朝
ど

れ
野
菜
や
中
能
登
や
能
登
地
域
の
特
産

品
を
購
入
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
町
内

生
産
者
の
商
品
は
３
割
強
で
あ
っ
た
の

が
11
月
時
点
で
５
割
近
く
に
伸
び
て
き

た
。
ま
た
観
光
案
内
の
拠
点
と
し
て
、

石
動
山
や
雨
の
宮
古
墳
群
、
能
登
上
布

会
館
へ
の
来
場
者
の
増
加
も
図
ら
れ

た
。
お
お
む
ね
目
標
を
達
成
し
て
い
る

と
評
価
し
て
い
る
。

②
当
初
、「
他
の
直
売
所
に
比
べ
価
格

が
高
い
の
で
は
」、「
野
菜
は
あ
え
て
買

う
ま
で
も
な
い
」
な
ど
の
風
評
は
あ
っ

た
。
魅
力
あ
る
道
の
駅
を
目
指
し
、
改

善
を
行
っ
て
い
く
。

③
中
能
登
の
道
の
駅
で
し
か
購
入
で
き

な
い
商
品
開
発
を
推
進
し
、
商
品
の
魅

力
向
上
に
努
め
、
他
の
道
の
駅
と
の
差

別
化
や
機
能
強
化
を
図
る
。
町
の
魅
力

を
十
分
に
生
か
し
た
道
の
駅
に
な
る
よ

う
に
指
定
管
理
者
へ
の
支
援
を
継
続
し

て
行
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
空
き
家
対
策
指
針
の

策
定

【
林
】
昨
年
、
鹿
西
高
校
は
創
立
40
周

年
を
迎
え
た
。
現
在
は
50
周
年
に
向
け

て
心
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
し

か
し
、
関
係
者
に
は
、「
少
子
化
の
波

に
は
勝
て
な
い
の
で
は
」
と
の
不
安
が

あ
る
。
大
切
な
の
は
学
校
の
存
続
で
あ

り
、
そ
れ
に
向
け
て
最
も
重
要
な
の

は
、
生
徒
の
確
保
、
具
体
的
に
は
中
能

登
中
学
校
と
鹿
西
高
校
と
の
中
高
一
貫

教
育
、
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
形
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
が
い
か
が
か
。

【
町
長
】
鹿
西
高
校
は
町
に
あ
る
唯
一

の
高
校
。
連
携
強
化
は
大
事
で
あ
る
。

旧
町
時
代
か
ら
交
流
を
行
っ
て
お
り
、

少
額
な
が
ら
補
助
も
し
て
い
る
。
県
立

高
校
だ
が
町
の
高
校
と
い
う
思
い
で
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
毎
年
、
40

人
学
級
で
１
６
０
人
の
定
員
割
れ
も
な

く
応
募
が
あ
り
、
関
心
を
持
ち
な
が
ら

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
る
。

【
教
育
長
】
中
高
一
貫
の
考
え
ま
で
は

な
い
。
し
か
し
、
今
年
度
は
、
授
業
や

部
活
動
交
流
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
小
中
高
の

交
流
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鹿

西
高
校
で
は
生
徒
の
挨
拶
が
素
晴
ら
し

い
の
で
、
中
学
生
に
指
導
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
も
考
え
て
い
る
。
お
互
い
に
長

所
を
出
し
合
い
、
お
互
い
が
輝
く
存
在

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
東
京
五
輪
、
パ
ラ
五

輪
開
催
に
向
け
て

議会だより とびら　第２号15

12月定例会 一般質問一般質問一般質問

総務建設常任委員会
常
任
委
員
会
審
議
内
容
報
告

■総務建設常任委員会視察研修
　　　　　　平成26年11月20日から22日実施
新潟県長岡市（旧山古志村）過去の教訓から学ぶ
　平成16年に発生した中越地震で甚大な被害があった旧山
古志村を訪問しました。施設の中では、当時の避難状況の写
真の展示があり、村内の道路が寸断されたことなどの説明を
受け、そのときの状況が思い出されました。時間の経過とと
もに人々の記憶からだんだんと薄らいでいますが、過去の教
訓を風化させてはいけないと感じました。
　災害はいつ、どこで発生するかわかりません。災害への備
えを行い、被害を最小限に抑えることが重要であると改めて
感じました。
群馬県吉岡町　人口が増加している町
　吉岡町は人口約２万、群馬県のほぼ中央に位置しており人
口が増加している町です。話を伺うと、特別な施策を行って
いるというより、無駄を省きコンパクトにまとめた町づくり、
住民に住んでよかったと思える町づくりに努力しているとの
ことでした。日本全体の人口が減少する中では、いかに人を
呼び込むかということも大切だが、住民の目線による地道な
施策の積み上げにより、定住している人たちに喜ばれる町づ
くりが今後必要であると感じました。

復興交流館「おらたる」で説明を受ける

吉岡町の人口増加の施策を聞く

道
の
駅
・
業
績
の
検
証
と
発
展
戦
略
を
示
せ

諏訪　良一 議員

鹿
西
高
校
と
の
連
携
を
強
化
せ
よ

林　　真弥 議員

【産直館　織姫市場】
　　さまざまな野菜などが並ぶ

■町から報告受ける

　　　　　　現在、空き家の軒数を把握しているのか。
　　　　　　現在は把握していない。平成20年度に調査したときは450軒あった。
　　　　　　登録する物件は役場職員が確認するとのことだが、どこをポイントに確認
　　　　　　するのか。
　　　　　　屋根が落ちている、壁が崩れているなど住むには危険であるなど、状況で
　　　　　　判断する。そのような物件は登録をお断りせざるを得ない。
　　　　　　制度前の現在までの登録件数は何件あったか。
　　　　　　登録があったのは18件。そのうち契約にいたったのが７件。

委員　質疑
町　　答弁
委員　質疑

町　　答弁

委員　質疑
町　　答弁

空き家登録促進奨励金制度　新しく始まる
奨励金の額　所有者15万円　区10万円
※区の 10万円は登録時 2万円、契約完了後 8万円。詳しい制度内容は「広報なかのと 1月号」をご覧下さい。
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■町から報告受ける

たんぽぽ保育園民営化は理解を得てから進める
　　　　　　たんぽぽ保育園の民営化については保護者に対し説明会を行ってきたとこ
ろであるが、今後は町立保育園の再編計画の検討委員会を立ち上げ、計画を作成し、保
護者の理解を得ながら事業を展開していきたい。

常
任
委
員
会
審
議
内
容
報
告町　　答弁

Ｈ27.1.15現在の工事進捗状況

・校舎棟全体……………… 100％
・屋外プール(建築）………… 85％
・外構工事（運動場・駐車場・校舎中庭など）…… 29％

プールは25ｍ×９コース
内３コースは低学年用です

児童玄関 特別支援教室 広い１階廊下

教育民生常任委員会

おもな質疑と答弁　Ｑ&Ａ

　　　　　　説明会での保護者からの
　　　　　　質問や意見はどのような
　　　　　　ことがあったか。

　　　　　　「民営化はすぐされるのか」
　　　　　　「民営化で保育士がいっぺ
んにかわったら園児が不安になるので
は」「たんぽぽ保育園を民営化するのを
知らないで入園したので周知して納得の
うえで民営化の話を進めてほしい」など
の質問や意見があった。
　すぐに民営化という話ではない。今後                 
は保護者に十分納得していただいたうえ
で民営化を進めたいとお話させていただ
いた。　　　　　　　　　　　

Q委員

Ａ町

　　　　　　たんぽぽ保育園に今後入園
　　　　　　を考える方に民営化を周知
　　　　　　 しているのか。

　　　　　　来年度の保育園の入園案内に
　　　　　　は「たんぽぽ保育園について
は民営化を検討しています。」ということ
を明記して、周知させていただいた。

Q委員

Ａ町

　　　　　　　　　　　　今後の計画とは。
　　　　　　

　　　　　　現在、来年度へ向けて予算要
　　　　　　求段階であるが、保育園の再
編計画の検討委員会を作り、その中で保護
者、地区代表、学識経験者など交えて今後
の町全体の保育園の再編、民営化計画など
を立てて事業を進めていきたい。

Q委員

Ａ町

←たんぽぽ保育園（春木地内）
　定員90名　入園率87.78％　
　　　　　　　Ｈ26.9.1現在

特
別
委
員
会
審
議
内
容
報
告

鹿島地区統合小学校建設特別委員会
鹿島小学校　校舎棟が完成しました

～現在、運動場・駐車場・校舎外周道路の工事を進めています～

↑Ｈ27.1.20現在のようす

新しい制服と校章 学校づくりの基本方針

①地域と共にある学校
②人と環境にやさしく、安全・安心
で非常時には地域の避難拠点とな
る学校

③新たな教育や社会の変化に柔軟に
対応できる学校
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議会からのお知らせ

議会モニター募集
　議会は、町民からの議会運営などに関するご要望、ご意見をいただき、議会運営に反映したい
と考えています。

議会活動報告　11月から１月までの議会活動

月　日
　

　　議員名　

会議名

土　
本　
　
　
稔

林　
　
　
真　
弥

中　
川　
秀　
平

山　
本　
孝　
司

笹　
川　
広　
美

南　
　
　
昭　
榮

諏　
訪　
良　
一

宮　
下　
為　
幸

亀　
野　
冨
二
夫

甲　
部　
昭　
夫

古　
玉　
栄　
治

若　
狭　
明　
彦

坂　
井　
幸　
雄

作　
間　
七　
郎

11月 ４日 議会広報特別委員会 － － ○ ○ ○ － ○ ○ － － ○ － － ○

11月17日 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○

11月18日 総務建設常任委員会 ○ － － － － － ○ ○ オ ○ ○ ○ － ○

11月19日 教育民生常任委員会 － ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ － － － ○ －

11月25日 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○

11月26日 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○

11月27日 鹿島地区統合小学校建設特別委員会 － ○ × ○ － － ○ － オ － ○ － － ○

11月28日 議会運営委員会 － － － － － － － ○ オ ○ － ○ ○ ○

11月28日 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○

12月 １日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月 １日 第８回　臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月10日 12月定例会　開会日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月15日 教育民生常任委員会 － ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ － － － ○ －

12月15日 総務建設常任委員会 ○ － － － － － ○ ○ オ ○ ○ ○ － ○

12月17日 12月定例会　一般質問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月19日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月19日 12月定例会　最終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月24日 議会行革・活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ オ ○ ○ ○ ○ ○

12月24日 議会広報特別委員会 － － ○ ○ ○ － ○ ○ － － ○ － － ○

 １月15日 教育民生常任委員会 － ○ ○ ○ ○ ○ － － 公 － － － ○ －

 １月15日 総務建設常任委員会 ○ － － － － － ○ ○ オ ○ ○ ○ － ○

 １月15日 議会運営委員会 － － － － － － － ○ オ ○ － ○ ○ ○

 １月20日 鹿島地区統合小学校建設特別委員会 － ○ ○ ○ － － ○ － オ － ○ － － ○

 １月28日 第１回　臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 １月28日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 １月28日 議会運営委員会 － － － － － － － ○ オ ○ － ○ ○ ○

 １月30日 議会広報特別委員会 － － ○ ○ ○ － ○ ○ － － ○ － － ○

さまざまな会議の議員の出欠状況をお知らせします。

○・・出席　　×・・欠席　　△・・早退・遅刻　　　－・・委員外
公・・公務　　オ・・議長が各委員会にオブザーバーで出席するとき

３月定例会の日程
３月 ４日（水）　１０：００　 定例会　開会
　　　　　　　　〔議案上程・提案理由説明・議案説明・質疑など〕
３月 ６日（金）　　９：３０　教育民生常任委員会
　　　　　　　　 １３：３０　総務建設常任委員会
３月 ９日（月）　１０：００　予算審査特別委員会
３月10日（火）　１０：００　予算審査特別委員会
３月12日（木）　１０：００　予算審査特別委員会
３月17日（火）　１０：００　一般質問
３月18日（水）　１０：００　一般質問（予備日）
３月20日（金）　１３：３０　全員協議会 
　　　　　　　　 １５：００　定例会　最終日
　　　　　　　　〔委員長報告・質疑・討論・採決〕

どんな人がモニターになれるの？
①年齢満18歳以上の町民
②町議会の仕組みや運営に関心がある方
③町政や地域社会の発展に関心がある方

モニターの期間はどれくらい？
モニターの任期は２年です。モニターに
なりたい方、まずは議会事務局までご連
絡を下さい。今回の募集の締め切りは３
月20日です。　（℡74-2808）     

モニターのお仕事って？
おもに下記の①から③について意見などを文
書で提出していただきます。また、年１回以
上、議会との意見交換会があります。
①会議を傍聴した感想・意見
②議会だより「とびら」の感想・意見
③町ホームページの議会内容の感想・意見
※会議の傍聴は、年間会議の半分の傍聴をお
願いします。

ぜひ傍聴にお越しください。
定例会は　鳥屋庁舎　２階　議場で開催します。
３月12日と定例会はケーブルテレビ「なかのとチャンネル」で中継します。
なかのとホームページからもご覧いただけます。
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大
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月
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ふ
れ
ま
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は
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全
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1 月 30 日会議のようす

ありがとうございます

町民からの声をいただきました

高畠　
山本　昇さん
　男性　62歳

　議会独自の機関紙が発刊された。命名
は「とびら」と言う。由来を聞いて成る
ほどと思った。物事は何でもまずは開く
事であろう。それは目に見える物またマ
インド（心）につながると思う。
　初版の刊行物を拝読そして精査してい
くと議員各位において温度差があるので
はないだろうか。その事象は議員の仕事
である「議員のしくみと役割」をどう理
解し、遂行するかという問題だと思われ
る。もっと衆人環視が必要だろう。私の
知るある議員は大変勉強家で努力をされ
ている。
　向後の発行にあたり切望することは
「とびら」がどう町民を導き、どう理解
させ、そして気軽に愛読させることだろ
う。色々と苦言を呈しましたが、今後は
より一層期待もし、楽しみにしておりま
す。
　発刊にあたりおめでとうございました。

二宮　
船木 清崇さん
　男性　42歳

　町政はすべてが町民自身にかかわるこ
とで、自身に直接関係がなくても、家族
や次世代の子どもたちに関わる重要なこ
ともこの「とびら」を読んで感じました。
この議会だよりは町民一人ひとりが町政
に関心を持つ良いきっかけになるのでは
と思います。町民全体へ配布され、町政
を詳しく知る機会を得たことはこれまで
町政にあまり関心を持っていなかった人
も自然と目にする機会を得たのではない
かと思います。
　中能登町の一町民として「とびら」の
発刊は、大変喜ばしく思っており、今後
も町政・議会の認識を深め、「すばらし
い中能登町」となるよう祈念していると
ころであります。

皆さんのご意見・ご感想を
お待ちしています。


